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班は，2018 年現在 2万 8310，所属組合員数は 12 万 8189 人いる 34）。
元々，戦前に購買生協の活動の中で重視され，戦後 1950 年代半ばから発展，山形の鶴岡生協
の家庭班が出発と言われている。医療生協が取り組み始めたのは，1960 年代半ばに入ってから
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知県の南医療生協は，2019 年 3 月には 100 番目の支部づくりを達成した 41）。
支部をつくる範囲は「定款地域の全地域への支部結成を目指す」42）とされ，「日常生活圏（日
常的に組合員が行き来している範囲）または，行政区を基本とし，支部運営委員が組合員を把
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〔注〕
１） 厚生労働省　地域包括ケアシステムの実現に向けて（2020 年 9 月 1 日閲覧）https://www.mhlw.
go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-houkatsu/
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